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 1三菱重工業 
三菱重工業では、固有の安全性を有し、かつ高温の熱が取り出せる

特徴を持つ高温ガス炉実証炉を開発中である。この熱利用を主目的

とした高温ガス炉の炉心成立性を検討した結果を報告する。 
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1. はじめに 

高温ガス炉実証炉に関し、主要パラメータとして炉心熱出力を

200MWt、炉心入口/出口温度を 350℃/900℃と設定し、燃料最高温

度、反応度停止余裕等の核・熱特性の観点から、炉心形状、制御棒

配置、燃料濃縮度等を検討した。 

2. 解析方法 

核・熱特性の解析は、SRAC-PIJ/COREBN コードで算出した出

力・照射量分布を用い、FNCC コード[1]で He ガスの流量配分、

FTCC コード[2]で燃料温度を評価し、燃料温度と出力分布の計

算結果が収斂するまで反復計算を行った(図１参照)。COREBN

のブロック内均質化誤差の低減のため、非均質幾何形状を直接

モデル化した連続エネルギーモンテカルロコード MVP と整合

するように、COREBN の出力ピーキング係数と制御棒定数に

補正係数を導入した。 

3. 炉心仕様 

体系・条件を図 2 に示す。早期実現性の観点から HTTR 燃料を用い、

同燃料ブロックを径方向に 91 体、軸方向に 8 段配置した。運転期間

については、HTTR と同じく 1 バッチの燃料運用、最大燃焼度が

40GWd/t 以下となるように 18 ヵ月とした。 

4. 評価結果とまとめ 

解析結果を表 1 に示す。反応度停止余裕は 3.3％Δk/k、通常運転時の燃料最高温度は目安とした 1500℃程度

となる結果を得た。今後、燃料経済性の観点から、高燃焼度燃料を用いた 2 バッチ炉心の技術検討を進める。 
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図 1 解析フロー 

表 1 核・熱特性の解析結果 

 

3.5炉心平均出力密度[W/cc]

1.17径方向出力ピーキング係数

87炉心有効流量[%]

3.3停止余裕[%dk/k]

1498通常運転時 燃料最高温度[℃]

37最大燃焼度[GWd/t]

 
図 2 炉心の体系・仕様 
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サイクル長：18 ヶ月 

バッチ数：１ 

ウラン濃縮度：2.0～6.3wt% 
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